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第２学年 国語科の実践  

 

１  単元名    あいての考えを引き出す  しつもんをしよう  

「あったらいいな、こんなもの」（全７時間 本時４時間目）  

２  単元目標    

 

 

 

 

 

 

 

３  「ひびき合う三の丸の子どもたち」にせまるために  

 

 

 

 

 

 

 

４  単元と指導について  

〈単元について〉  

本単元は、学習指導要領の A（１）ア「身近なことや経験したことなどから話題を決め、伝

え合うために必要な事柄を選ぶこと」及び A（１）エ「話し手が知らせたいことや自分が聞き

たいことを落とさないように集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもつこと」を目標として

いる。本単元では、自分の生活の経験から、困っていることや不安なこと、面倒だと思うこと、

こうだったらいいと思うことを切り口にそれを解決するためにあったらいいと思うものを考

える。考えたものを相手に分かるように説明する方法を学習し、相手の説明を聴いて、感想や

質問をする活動を行う。相手に分かるように説明することや相手の伝えたいことについて詳し

く聴くことは、生活の上で大切なことである。言語活動を楽しみながらも、しっかりと身につ

けさせていきたい。  

〈指導について〉  

生活をしている中で、「雨に濡れなければいいのに。」「一瞬で帰れたらいいのに。」「宿題が

なければいいのに。」「夕飯や給食に大好きなものが出たらいいのに。」などという「〇〇だっ

たらいいのに。」という思いは誰でも一度は思い浮かんだことがあるだろう。そんな子どもた

ちの思いを集めて、「では、それらが解決しそうな、あったらいいものを考えてみよう。」とい

う問いかけをスタートに、あったらいいものを考えていく。本単元ではあったらいいなと思う

ものを絵でも表してみようと思う。  

・身近なことを表す語句の量を増やし、話や文章の中で使うことで、語彙を豊かにすることが

できる。  

・話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさないように集中して聞き、話の内

容を捉えて感想を持つことができる。  

・身近なことや経験したことなどから話題を決め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことが

できる。  

 

研究課題…子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育

成  

手だて…子どもの思いや願いを見とった単元構想と授業づくり  

ブロックテーマ…感じる心、素直に表現する自分  

        ・人の言動に何かを感じる姿  

        ・自分の思いや他者からの刺激を受け止め、素直に表現する姿  
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また、自分で考えたあったらいいものをどのように学習のまとめをしていきたいかという

問いかけに対して、「だれかに発表したい。」という声が出ることが予想できる。他学年の友だ

ち、クラスや学年の友だち、保護者など発表したい対象は色々だと思うが、学習のゴールを『あ

ったらいいな発表会』とし、そのために詳しく話せる準備を行っていくのが本単元の中心であ

る。  

くわしく話すための内容の整理や、質問の仕方については本単元で詳しく指導していきた

い。まず、話し手の話す内容の整理のために、あったらいいものの名前・できることなどの項

目のあるワークシートを使う。子どもたちにとって、箇条書きのようにメモしたものを話す形

にすることが難しいので、話型を意識できるワークシートを使う。次に、動画を活用し、聴き

手の質問の仕方を知るとともに、何を質問すればよいかの例を教室に提示しておきたい。さら

に、質問の内容は、絵を見る限り目で見えないこと・説明では言っていなかったこととするこ

とで聴き手が集中して聴くようにしたい。  

本時で子どもたちが解決したい問題は、友だちのあったらいいものをきいてみようである。

本時では、３～４人の小グループでの活動とし、自分の考えた、あったらいいものの説明、聴

き手からの質問・感想、聴き手に言われたことをメモする時間をつくる。説明をする中で、考

えていなかったことを質問されることが予想される。最後に全体でふりかえりを行う時間を

とる。そこでは、想定していなかった質問をされたことなどを取り上げ、質問のおかげで次回

までに自分の考えをより詳しく説明ができるように準備する良さを感じながら学習を深めて

いきたい。  

ひびき合いの姿として、話し手は、質問や感想を言ってもらうことにより、自分では考えて

いなかった内容の部分に気づいたり、自分の考えたものの良さを感じたりする姿・聴き手は、

話し手の話に反応しながら聴き、質問や感想を伝える姿をめざしてきたい。  
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７  実践を終えて  

 この単元は、子どもたちがあったらいいものを考える単元であるが、今回、あったらいいものを

なかなか考えられない子も多いことから、「困っていること」「めんどくさいこと」「こうなったら

よいもの」というマイナス要素も含む声掛けをし、それを解消するものというような問いかけであ

ったらよいものを考えた。子どもたちは、考えたものをもとに発表したり、質問されたりを繰り返

しながら、ひびき合い、自分のアイデアを改善していった。  

成果  

①  場の工夫  

この単元では、子どもたちが話をしやすいような環境を整えることに力を入れた。質問をし合

うグループのメンバーは、子どもたちが話しやすい仲間で構成した。また、教室ではほかのグ

ループの声が気になってしまうので、ホールで行うとともに、壁に向けて机を配置することで

自分のグループの声が聞き取りやすくした。  

②  教具の工夫  

子どもたちが発表しやすい形はどれなのか、考えてワークシートを作成した。ワークシートに

書くのはたくさんの文章ではなくアイデアを書くことに重点を置いた。また、絵を見せやすい

ような形にしたり、絵を描く際には手書きまたはクロームブックのお絵かき機能を選べるよう

にし、子どもが取り組みたい方を選んで行った。  

③  教師の出どころ  

聴き手が質問や感想に困ってしまったときに、参考にできるようなヒントカードを作成し、必

要に応じて渡したことは有効だったと思う。  

課題  

①  子どもたちが思い入れのあるものを考えられたか  

限られた時間の中で本当に自分が「あったらいいな」と思うものが作れたかどうかが難しいと

ころであった。時間数が限られている中で自分の大切なアイデアをもつには、図工の時間など

ももっと活用しながらできるとよかった。  

②  めあてと活動量  

子どもたちにとって、５分間の質問感想タイムで、自分がされた質問に答えた内容をメモする

ことは負担だったかと思う。友だちの考えを聴く、自分の考えを話すというめあての中で、メ

モをすることに一生懸命になってしまっている子どもたちも多く見受けられた。メモはせず、

頭の中に残すでもよかったかもしれない。  

③  教師の出どころ  

最後のまとめの時間に、子どもたちは各グループでどのような話し合いをしたのか共有する時

間があった。そこで、教師が間に入り、どんな質問がきてどのように答えたのかなども共有出

来たらよかった。  

④  場の設定  

グループの人数を４人として活動したが、ベストで話せる人数は３人ではないかと助言もいた

だいた。２人でペアトークにするのもよいとのことだったので、７時間目は子どもたちとも相

談し、２人でのペアトークで発表した。  
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８協議の記録  

 


